
平
成
3
0
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
N
o
. 
１
 

課
題
№
 

１
 
事
業
名
 
学
校
校
舎
等
の
改
築
・
改
修
 

主
管
課
 

庶
務
課
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

進
捗
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実 績 

①
１
階
配

筋
・
型
枠
、
屋

体
改
修
 

・
配
筋
検
査

4
/2
4 

・
総
合
定
例

4
/2
6 

・
中
川
小
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト

（
仮
囲
い
）

4
/2
6 

 ②
現
地
調
査
、

設
計
 

 

①
２
階
配
筋
・

型
枠
、
２
階

床
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
、

屋
体
改
修

 
・
法
定
中
間
配

筋
検
査
５

/１
７
、
１
８

 
・
中
川
小
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト

（
仮
囲
い
）

５
/２
８

 
・
総
合
定
例
５

/
３
１

 
 ②
ガ
ラ
ス
飛

散
、
防
犯
カ

メ
ラ
更
新

 
現
地
調
査
、

設
計
、
見
積

も
り

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

①
吾
嬬
立
花
中
学
校
 

校
舎
新
築
工
事
 

②
学
校
施
設
の
安
心
安
全
の
強
化
 

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
工
事
 

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
工
事
 

防
犯
カ
メ
ラ
更
新
工
事
 

▲
設
計
起
工
 

▲
契
約
,着
工
 

校
庭
整
備
工
事
 

照
明
設
置
工
事
 

▲
設
計
起
工
 

▲
完
了
検
査
・
竣
工
 

▲
契
約
,着
工
 

▲
契
約
,着
工
 

▲
契
約
,着
工
 

▲
契
約
,着
工
 

▲
設
計
起
工
 
 

６
月
実
績

 
①
吾
嬬
立
花
中
学
校

 
 
３
階
配
筋
・
型
枠
、
２
階
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
、
屋
体
改
修

 
 
・
中
川
小
学
校
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
（
仮
囲
い
）
６

/４
 

 
・
総
合
定
例
６

/２
８

 
 ②
学
校
施
設
の
安
心
安
全
の
強
化
（
ガ
ラ
ス
飛
散
、
防
犯
カ
メ
ラ
更
新
）

 
 
設
計
、
起
工
（
ガ
ラ
ス
飛
散
４
校
、
防
犯
カ
メ
ラ
１
７
校
）

 
  進

捗
：
〇
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平
成
3
0
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
N
o
. 
２
 

課
題
№
 

２
 
事
業
名
 
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
 

主
管
課
 

指
導
室
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

○
英
語
 

■
海
外
派
遣
 

ｵ
ﾘｴ
ﾝ
ﾃｰ
ｼ
ｮﾝ
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
①
 

 

■
幼
・
英
語
 

  

事
前
研
修
 

 

研
修
会
②
 

    

研
修
会
③
 

   

 

  

事
後
研
修
 

 研
修
会
④
⑤
 

⑥
⑦
 

    

研
修
会
⑧
 

■
Ｔ
Ｇ
Ｇ
 

  

▲
報
告
会
 

    

研
修
会
⑨
 

 (学
校
対
象
) 

▲
説
明
会
 

 

 (保
護
者
対
象
) 

▲
説
明
会
 

  

一
次
審
査
 

  

  

二
次
審
査
 

 

○
道
徳
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
①
 

 
推
進
教
師
 

連
絡
会
②
 

 
 

 
 

 
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
③
 

 

○
教
科
書
採
択
 

▲
教
科
書
調
査

委
員
会
 

 ▲
教
科
書
展
示
 

ア
ン
ケ
ー
ト
 

▲
学
校
調
査
 

 ▲
教
科
書
検
討

委
員
会
 

 
 ▲
中
・
道
徳
 

教
科
書
採
択
 

▲
小
学
校
 

教
科
書
採
択
 

 
 

 
   

 

   

 

 
   

 

○
そ
の
他
 

      各
種
研
修
会
 

学
校
サ
ポ
ー
ト

訪
問
 

が
ん
教
育
 

認
知
症
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀｰ
 

救
命
講
習
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
 ほ
か
 

 

 
 

 
 

 
 

▲
主
要
な
教
育
 

課
題
決
定
 

▲
教
育
課
程
 

届
出
説
明
会
 

 
▲
教
育
課
程
 

届
出
受
理
 

進
捗
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実 績 

○
海
外
派
遣

 
・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
4
/2
1 

 ○
外
国
語
教

育
研
修
会
 

・
第
１
回
研

修
会
実
施

(
NT
業
務
委

託
説
明
含

む
)
4/
13
 

 

○
海
外
派
遣
 

・
事
前
研
修
（
第
１

回
5
/
12
、
第
２
回

5
/
27
）
 

○
外
国
語
教
育
研
修

会
 

・
第
２
回
（
5
/
25
）

第
３
学
年
新
教
材

『
L
et
'
s
 
T
ry
!
１
』

の
活
用
に
つ
い
て
 

○
道
徳
教
育
 

・
第
1
回
推
進
教
師

連
絡
会
（
5
/
11
）「
道

徳
科
 
指
導
と
評
価

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
、
道
徳
教

育
推
進
に
お
け
る
、

東
京
都
及
び
墨
田
区

の
取
組
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
 

○
教
科
書
採
択
 

・
教
科
書
展
示
、
学

校
調
査
 

○
そ
の
他
 

・
学
校
サ
ポ
ー
ト
訪

問
（
両
国
小
5
/
28
、

緑
小
5
/
29
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

▲
派
遣
実
施
 

６
月
実
績
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
前
研
修
（
第
3
回
6/
2、
第
4
回
6/
16
、
第
5
回
6
/2
4）
実
施
 

○
外
国
語
教
育
研
修
会
 

・
第
3
回
研
修
会
（
6
/2
2
）
実
施
（
第
4
学
年
新
教
材
『
L
et
's
 
Try
!２
』
の

活
用
に
つ
い
て
）
 

○
教
科
書
採
択
 

・
検
討
委
員
会
の
開
催
 

○
そ
の
他
 

・
学
校
サ
ポ
ー
ト
訪
問
（
柳
島
幼
6
/1
4）
実
施
 

 進
捗
：
○
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平
成
3
0
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
N
o
. 
３
 

課
題
№
 

３
 
事
業
名
 
学
力
向
上
新
３
か
年
計
画
の
実
施
 

主
管
課
 

す
み
だ
教
育
研
究
所
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

▲
区
調
査
実

施
（
4/
24
）
 

▲
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン

グ
（
前
期
）
 

▲
国
調
査
実

施
（
4/
17
）
 

▲
教
育
委
員

会
メ
ッ
セ

ー
ジ
発
出
 

▲
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進

校
計
画
取

り
ま
と
め
 

▲
理
科
・
社
会

科
教
材
開

発
・
ニ
ュ
ー

ス
発
行
 

  ▲
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

          ▲
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進

校
訪
問
、
予

算
配
当
 

 ▲
放
課
後
補

習
等
（
S
ST
配

置
：
中
学
校
図

書
館
開
館
分

含
む
）
 

▲
土
曜
日
：
春
 

▲
放
課
後
：
前
 

▲
区
調
査
結

果
返
却
 

            

▲
区
調
査
結
 

果
分
析
 

▲
学
力
向
上

推
進
会
議

①
(7
/1
2）
 

▲
都
調
査
実

施
（
7/
5）
 

         ▲
小
学
校
夏

休
み
補
習

（
S
ST
配
置
）
 

 

  ▲
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン

グ
（
後
期
）
 

               ▲
夏
休
み
（
中

学
校
）
 

▲
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
：
暫

定
版
を
周

知
 

   ▲
学
習
振
り

返
り
期
間
 

           

▲
各
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

に
調
査
結

果
等
を
掲

載
 

               ▲
土
曜
日
：
秋
 

▲
放
課
後
：
中
 

              

             

       ▲
学
習
振
り

返
り
期
間
 

            ▲
放
課
後
：
後
 

  ▲
学
力
向
上

推
進
会
議

②
(2
/2
6）
 

           

  ▲
各
校
で
１

年
間
の
取
組

を
振
り
返
り
 

           

進
捗
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実 績 

○
区
調
査
実
施

4
/
24 

○
学
力
向
上
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
前
期
）

4
/
18～
 

○
国
調
査
実
施

4
/
17 

○
教
育
委
員
会
メ

ッ
セ
ー
ジ
発
出

4
/
13 

○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
校
計
画
取

り
ま
と
め
 

○
理
科
ニ
ュ
ー

ス
、
社
会
科
ニ

ュ
ー
ス
発
行

4
/
11、
4
/
24 

○
学
力
向
上
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
前
期
）

～
5/
15
 

○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
校
予
算
配

当
 

○
理
科
ニ
ュ
ー

ス
、
社
会
科
ニ

ュ
ー
ス
発
行

5
/
14、
5
/
29 

○
放
課
後
補
習
教

室
、
各
校
で
開

始
 

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室
（
土
曜
日
）

5
/
19～
、（
放
課

後
）
5
/1
6～
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

６
月
実
績

 
 □
区
調
査
結
果
返
却
（
6/
18
）
 

□
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
校
訪
問
（
6
/4
、
6
/8
、
6/
11
）
 

□
社
会
科
ニ
ュ
ー
ス
発
行
（
6
/4
）
 

     進
捗
：
○
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平
成
3
0
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
N
o
. 
４
 

課
題
№
 

４
 
事
業
名
 
幼
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
計
画
の
推
進
 

主
管
課
 

す
み
だ
教
育
研
究
所
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

▲
「
幼
保
小
中

一
貫
教
育

推
進
計
画
」

改
定
趣
旨

説
明
 

▲
連
絡
協
議

会
参
加
出

欠
集
約
 

▲
学
習
指
導

に
関
す
る

取
組
 

▲
生
活
指
導

に
関
す
る

取
組
 

▲
就
学
・
進
学

を
意
識
し

た
取
組
 

▲
小
す
た
ー

と
ブ
ッ
ク
、

計
画
概
要

配
布
 

▲
担
当
者
連

絡
会
開
催

（
5/
1）
 

▲
補
助
金
の

支
出
 

▲
連
絡
協
議

会
①
 

   

▲
英
語
活
動

実
施
園
・
校

の
調
整
、
決

定
 

▲
英
語
活
動

の
実
施
 

 
 

     ▲
連
絡
協
議

会
②
 

 
 

 ▲
幼
保
小
中

一
貫
教
育

フ
ォ
ー
ラ

ム
（
1/
29
）
 

                 ▲
中
プ
レ
ブ

ッ
ク
配
布
 

   ▲
補
助
金
の

精
算
 

進
捗
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実 績 

○
「
幼
保
小
中

一
貫
教
育
推
進

計
画
」
改
定
趣

旨
説
明
 

区
立
幼
稚
園
・
小
・
中

学
校
長
会
、
私
立
幼
稚

園
長
会
、
区
立
保
育
園

長
会
、
私
立
保
育
園
長

会
で
説
明
 

○
連
絡
協
議
会

参
加
出
欠
集
約
 

○
小
学
校
す
た

ー
と
ブ
ッ
ク

（
５
歳
児
）
、
幼

保
小
中
一
貫
教

育
推
進
計
画
概

要
（
４
歳
児
）

配
布
 

区
内
公
私
立
幼
稚

園
・
保
育
園
等
を
通
じ

て
配
布
 

○
担
当
者
連

絡
会
開
催

 
5
/1
 

○
連
絡
協
議

会
 5
/
2～
 

       

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

６
月
実
績

 
 □
英
語
活
動
実
施
園
・
校
の
調
整
 

□
補
助
金
の
支
出
 

□
連
絡
協
議
会

 ～
6/
6 

□
学
習
指
導
に
関
す
る
取
組
 
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
始
 

□
生
活
指
導
に
関
す
る
取
組
 
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
始
 

□
就
学
・
進
学
を
意
識
し
た
取
組
 
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
始
 

   進
捗
：
○
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資 料 ２    

教 育 委 員 会 
平成３０年７月１９日 

 
平成３０年度における墨田区立小中学校事務の共同実施（試行）について 

 
１ 目的 
  学校事務の正確性の向上と効率化の推進、事務職員の育成や意欲・専門性の向上、学校間の事

務処理の標準化による学校経営のサポートなどの観点から、墨田区立小中学校事務の共同実施に

ついて、試行実施する。 
 
２ 内容 
複数の小中学校をグループ化し、そのうちの１校にセンター的な組織として共同事務室を設置

する。そこでは、グループ内の小中学校から集中的に配置された都費事務職員が、給与・財務・

福利厚生事務等の一部を共同で処理し、事務の効率的な処理、学校のサポート等を推進する。 
 
３ 実施校 
今年度の試行実施は、１グループ・４校にて行う。実施校は、錦糸中学校、竪川中学校、柳島

小学校、業平小学校とする。 
 
４ 拠点校及び連携校 
(１) 錦糸中学校を拠点校とし、竪川中学校、柳島小学校、業平小学校を連携校とする。 
(２) 拠点校に共同事務室を設置し、グループ内の都費事務職員４名を配置する。 
(３) 共同事務室に事務を総括するため室長を置き、室長の補佐として副室長を置く。室長及び副

室長は、グループ内の都費事務職員の中から課長代理級職員をもって充てる。 
(４) 拠点校及び連携校３校の学校事務室には都費非常勤職員を各校１名配置し、学校と共同事務

室との取次業務や共同処理に馴染まない事務を処理する。 
 
５ 共同処理する事務 
  共同事務室で共同処理する主な事務は、次に掲げるものとする。 
(１)   文書に関する事務 
(２)   各種調査に関する事務 
(３)   証明に関する事務 
(４)   人事に関する事務 
(５)   給与、諸手当及び旅費に関する事務 
(６)   財務に関する事務 
(７)   福利厚生に関する事務 

5



(８)   その他共同事務室で処理することが適当と認められる事務 
 
６ 時期 
  平成３０年９月下旬に共同事務室を開設する。 
 

７ その他 

  試行実施に向けて、共同事務室を整備するとともに、拠点校及び連携校の学校事務室に配置し

ている都費非常勤職員が着実に本区の事務処理方法を習得できるよう、副校長、都費事務職員及

び区教育委員会が連携してサポートする。 

  また、共同事務室開設後は、その効果を検証のうえ課題を整理し、本格実施に繋げていく。 

 

 

【平成 30年度 試行実施のイメージ】 
 
                               竪川中（連携校） 
 
                       学校事務室 都費非常勤職員１名 

錦糸中（拠点校）                   区費臨時職員１名 
 
  共同事務室 都費事務職員４名       柳島小（連携校） 
 
  学校事務室 都費非常勤職員１名      学校事務室 都費非常勤職員１名 
           区費臨時職員１名               区費臨時職員１名 
 
                                        業平小（連携校） 
 

学校事務室 都費非常勤職員１名 
区費臨時職員１名 
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平成３０年７月１９日 

教 育 委 員 会 報 告 

庶 務 課 

 

表彰状の交付について 

  

  

墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則第３条に基づく教育

長の臨時代理により、下記のとおり教育長賞を授与したので報告する。 

 

１ 大会名 

  平成３０年度民謡民舞東東京連合大会 

 

２ 主催者 

  公益財団法人 日本民謡協会東東京連合委員会 

 

３ 開催日 

平成３０年７月８日（日） 

  

４ 会 場 

曳舟文化センター 

   

５ 教育長賞受賞者 

 髙岸 ハチヨ(たかぎし はちよ) 

  

６ 根拠規定 

墨田区教育委員会表彰状交付基準要綱第２条第１項第５号 
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akui-ryou
フリーテキスト
資　料　３

akui-ryou
四角
ここにメモを書いてください。





すみだ郷土文化資料館の燻蒸
くんじょう

作業等に伴う臨時休館について 
 

１  臨時休館日とする日 

平成３０年８月２９日（水）から９月２日（日）の５日間 

２  目的 

虫害・カビ等によるすみだ郷土文化資料館の収蔵資料の劣化・汚損を防ぐため燻蒸作業

を実施する。また、特別収蔵庫を除く、資料館全館の殺虫消毒を実施する。 

作業は人体に有毒なガスを使用するため、来館者の安全確保を図り、閉館とする。 

３  根拠法令 

すみだ郷土文化資料館条例施行規則第７条第２項 

４  区民への周知 

区のお知らせ８月２１日号及びホームページに掲載する。 

※上記の臨時休館日を含む８月２７日(月)定期休館日～９月３日(月)定期休館日が休館に 

なると案内する。 
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akui-ryou
フリーテキスト
資　料　４

akui-ryou
四角
ここにメモを書いてください。



 

平成３０年７月１９日 

すみだ教育研究所 

 

「墨田区学習状況調査」の結果について 

 

第１ 平成３０年度「墨田区学習状況調査」の概要 
 

１ 本調査の位置付け 

本調査は、墨田区学力向上新３か年計画（平成２８年度～３０年度）における目標の達成に向けた、２

年目の進捗状況を検証するものである。 

短期目標（３年間で達成を目指す目標）及び長期目標（１０年間で達成を目指す目標）は、次のとおり

である。 

 

 

 

 

 

 

 

※「Ｄ・Ｅ層」とは、目標値に対して－５ポイント未満の（学力の定着に課題のある）児童・生徒の割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 調査の目的 

(1) 墨田区教育委員会は、児童・生徒に確かな学力を身に付けさせ、自ら学び、課題解決できる区民を育

成する施策等に資するための基礎データを得る。 

(2) 墨田区立各小・中学校は、授業改善プランを策定し、授業改善の取組を積極的に進めるために、自校

の実態や児童・生徒一人ひとりの学習状況を把握する。 

 

３ 調査実施日及び調査対象 

(1) 実施日  平成３０年４月２４日（火） 

(2) 対 象  小学校第２学年から中学校第３学年までの原則として全児童・生徒 

(3) 内 容  学習到達度調査 及び 意識調査 

【短期目標１】 「Ｄ・Ｅ層の児童・生徒」の割合を減少させる。（４ページ参照） 
 

【短期目標２】「読む能力」「書く能力」「言語についての知識・理解・技能」の区平均正答率が全国平

均正答率以上とする。（５ページ参照） 
 

【短期目標３】「思考・判断力」の区平均正答率が、全国平均正答率以上とする。（６ページ参照） 

短期目標（３年間で達成を目指す目標） 

【長期目標１】 「目標に向けていつもコツコツ学習している児童・生徒」の割合を、次のとおり増加

させる。（７ページ参照） 

（小６） [平成27年度] ６１．５％ → [平成37年度] ７０％ 

（中３） [平成27年度] ４８．８％ → [平成37年度] ６０％ 
 

【長期目標２】 「Ｄ・Ｅ層の児童・生徒」の割合を、次のとおり減少させる。（７ページ参照） 

 国語 社会 算数・数学 理科 英語 

小６ 
２５％ 

(33.3%) 

３０％ 

(48.4％) 

２５％ 

(39.4％) 

３０％ 

(37.5％) 
 

中３ 
２５％ 

(35.1％) 

３５％ 

(54.4％) 

３０％ 

(39.8％) 

３５％ 

(52.9％) 

３０％ 

(38.6％) 

※ かっこ内は、平成27年度のＤ・Ｅ層の児童・生徒の割合 

長期目標（１０年間で達成を目指す目標） 

資料５ 
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第２　平成３０年度「墨田区学習状況調査」結果

１　区平均正答率と全国平均正答率・目標値との比較

(1) 小学校

区平均 区平均 区平均 区平均 区平均 区平均 区平均 区平均 区平均 区平均

全国平均 全国平均 全国平均 全国平均 全国平均 全国平均 全国平均 全国平均 全国平均 全国平均

80.2 70.5 70.8 66.3 70.1 81.1 74.5 74.0 77.8 71.3
77.0 68.6 66.8 62.3 69.5 81.0 71.8 68.3 76.4 70.6

74.8 82.4 71.4 63.5 65.7 75.8 72.6 74.8 87.5 67.2
71.3 80.8 67.0 60.3 64.3 75.3 67.8 70.6 87.4 67.6

82.5 60.6 65.4 62.9 66.9 84.6 75.7 69.7 72.1 70.7
79.4 58.0 62.6 57.4 68.5 84.8 74.3 62.3 70.2 70.0

71.8 67.7 69.1 78.6 73.0 71.2 75.3 75.0 81.3 78.5
69.0 63.8 64.5 74.9 74.0 69.6 70.9 68.9 79.7 78.3

93.7 85.4 73.3 78.6 70.2 95.4 90.1 75.3 72.9 74.6
94.6 84.3 73.8 76.4 69.0 95.7 89.1 72.8 72.9 74.9

62.8 64.3 58.6 69.0 70.5 66.3
59.0 64.1 61.4 62.9 68.5 68.5

65.4 59.2 59.7 69.7 66.9 66.7
62.4 59.1 62.7 65.5 68.4 67.7

71.3 61.3 61.1 75.9 67.4 70.0
68.5 60.1 64.0 75.1 69.0 72.2

69.8 64.5 59.9 81.4 73.2 70.1
68.5 62.9 63.1 78.6 71.8 70.9

74.8 66.2 74.6 55.6 33.1 66.8 60.1 75.0 62.5 40.0
70.4 63.3 71.4 51.0 32.2 66.5 58.2 71.0 62.8 37.2

72.3 68.7 69.1 61.0 52.8 72.1 71.4 69.3 62.5 54.7
67.8 65.5 66.5 57.5 53.0 72.5 68.6 66.1 63.8 56.1

87.3 82.2 80.9 67.8 67.4 86.5 80.9 81.5 72.1 69.0
85.0 80.5 79.8 66.1 69.9 86.2 80.0 79.8 74.2 71.7

87.3 73.5 77.5 66.5 70.8 84.6 76.2 80.8 70.9 67.2
84.7 70.8 74.7 64.4 72.7 84.6 75.6 77.0 72.6 69.9

82.0 68.6 54.3 69.1 60.4 69.5
81.0 72.7 62.0 73.0 66.3 77.2

67.3 63.6 61.0 62.2 50.0 61.7
64.0 66.0 68.6 62.5 56.3 67.7

84.3 74.6 62.2 64.7 75.8 56.5
85.9 75.5 72.5 66.5 79.3 64.4

75.5 69.8 63.5 69.7 64.9 66.5
73.4 73.9 70.9 71.5 70.7 73.1

＜区平均正答率と全国平均正答率の比較に関する３年間の推移＞

平成３０年度結果 平成２９年度結果

Ａ(区平均)＜Ｂ－５(全国平均－５)
区平均正答率が、全国平均正答率の－５％より低い。  4／69  7／69  6／69

30年度
※計画２年目

29年度
※計画１年目

28年度
※計画前

※ 「目標値」は、標準的な時間をかけて学んだ場合、期待される正答率を示したもの。

Ｂ(全国平均)≦Ａ(区平均)
全国平均正答率よりも、区平均正答率の方が高い（同じ場合を含む）。 49／69 39／69 17／69

68.2

理
科

自然事象への
関心・意欲・態度

67.7 61.1

自然事象について
の知識・理解

67.2 66.3

76.1 71.4 71.0

数量や図形につい
ての知識・理解

83.1 69.8 74.0 70.3 68.6

58.4 54.8 62.6

観察・実験の技能 64.4

科学的な
思考・表現

71.3

67.9 69.4

社会的事象につい
ての知識・理解

76.4 70.2 68.3

70.4

60.0

算
数

算数への
関心・意欲・態度

65.6 56.5 67.5 59.3 40.0

数学的な考え方 70.7 63.9 60.6 60.2 56.1

数量や図形に
ついての技能

82.5 76.9

72.2

言語についての
知識・理解・技能

90.0 80.9 67.4 68.4 69.2

社
会

社会的事象への
関心・意欲・態度

64.5 66.0 64.2

社会的な
思考・判断・表現

63.7 65.2 65.0

観察・資料活用
の技能

71.3

国
語

国語への
関心・意欲・態度

75.6 65.6 68.1 65.6 65.6

話す・聞く能力 71.0 63.0 71.1 75.0 60.0

書く能力 78.1 65.6 61.4 58.5 67.3

読む能力 66.4 64.3 63.9 73.4

教
科

観　　点

第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

Ｂ－５(全国平均－５)≦Ａ(区平均)＜Ｂ(全国平均)
区平均正答率が、全国平均正答率の－５％以上だが、全国平均正答率よりは低い。

16／69 23／69 46／69

60.0

56.0

71.6

70.4

60.6

68.7

68.771.3

40.0

56.8

68.2

71.3

60.7

64.0

80.5

70.7

64.4

63.6

56.9

60.5

63.2

57.5

61.1

66.9

70.5

63.6

70.5

62.4

68.9

68.6

64.1

69.4

64.4

59.0

60.7

64.5

76.3

61.3

67.2

79.3

71.1

61.0

68.8

74.7

72.5

64.4

77.6

77.1

59.5

63.6

81.4

67.0

62.7

65.0

71.0

58.9

目標値 目標値 目標値 目標値

73.8 61.9

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年第２学年

66.968.1 66.9

　　　　　　　　　区平均正答率が、全国平均正答率の－５ポイント未満である観点

国語への
関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての
知識・理解・技能

国
語

社会的事象への
関心・意欲・態度

社会的な
思考・判断・表現

観察・資料活用
の技能

社会的事象につい
ての知識・理解

算数への
関心・意欲・態度

社
会

※　　　　　　　 区平均正答率が、全国平均正答率以上である観点

　　　　　　　　　区平均正答率が、全国平均正答率よりも低いが、全国平均正答率の－５ポイント以上である観点

数学的な考え方

数量や図形に
ついての技能

数量や図形につい
ての知識・理解

自然事象への
関心・意欲・態度

科学的な
思考・表現

観察・実験の技能

自然事象について
の知識・理解

算
数

理
科

81.0

83.2

教
科

観　　点
目標値

68.0

76.9

66.1

90.0

71.1

68.4
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２ 学力向上新３か年計画における「短期目標」の達成状況 

(1) 【短期目標１】（「Ｄ・Ｅ層の児童・生徒」の割合の減少）について（単位：％） 

※     は、学力向上新３か年計画の目標を達成している教科である。 

ア 小学校 

学年 教科 
各層に属する児童の割合（30年度） Ｄ・Ｅ層に属する児童の割合 

目標 
Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層 Ｅ層 30年度 29年度 28年度 

２年 
国語 17.2 45.5 17.1 19.8  0.4 20.2 18.5 21.8 １５ 

算数 19.4 47.5 16.5 16.5  0.1 16.6 23.2 20.4 １５ 

３年 
国語  6.6 54.1 16.7 21.6  1.0 22.6 15.1 27.7 ２５ 

算数  8.0 48.4 20.8 21.8  1.0 22.8 20.8 33.4 ２５ 

４年 

国語 10.1 45.0 15.1 29.1  0.7 29.8 20.1 30.9 ３０ 

社会  6.9 46.4 18.9 26.3  1.5 27.8 24.4 48.6 ２５ 

算数 11.9 45.1 18.7 23.6  0.7 24.3 20.0 32.7 ２５ 

理科  5.6 51.9 20.1 21.6  0.8 22.4 26.4 34.7 ２５ 

５年 

国語 10.4 51.1 18.0 20.3  0.2 20.5 19.9 31.2 ３０ 

社会  3.2 41.7 17.8 36.5  0.7 37.2 33.5 39.7 ３０ 

算数  4.8 42.4 14.4 37.5  0.9 38.4 32.2 35.0 ３０ 

理科  4.2 46.1 15.1 34.0  0.7 34.7 40.8 34.4 ３０ 

６年 

国語  7.3 48.0 19.2 25.0  0.4 25.4 22.9 29.7 ３０ 

社会  5.0 37.1 16.8 39.7  1.4 41.1 33.5 38.9 ３５ 

算数  7.2 37.6 14.6 39.8  0.8 40.6 39.1 43.3 ３０ 

理科  4.0 35.1 17.1 42.7  1.1 43.8 40.0 42.3 ３５ 

【短期目標１】を達成している教科数 ７ ８ １  

 

イ 中学校 

学年 教科 
各層に属する生徒の割合（30年度） Ｄ・Ｅ層に属する生徒の割合 

目標 
Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層 Ｅ層 30年度 29年度 28年度 

１年 

国語  5.2 40.5 17.9 35.4  1.1 36.5 23.9 30.0 ３０ 

社会  1.7 38.8 20.0 38.7  0.7 39.4 49.2 55.0 ３５ 

数学  6.1 39.9 20.2 32.6  1.2 33.8 34.7 37.9 ３５ 

理科  0.7 31.0 16.3 50.1  1.9 52.0 47.1 46.4 ４０ 

２年 

国語  3.5 44.2 20.0 31.9  0.5 32.4 25.0 25.5 ３０ 

社会  0.5 30.4 20.8 47.8  0.4 48.2 54.9 51.1 ４０ 

数学  6.2 45.0 14.7 33.0  1.1 34.1 41.5 40.2 ３５ 

理科  1.6 34.3 14.6 48.4  1.2 49.6 49.6 61.5 ４０ 

英語  5.7 39.3 13.6 40.8  0.6 41.4 39.9 43.5 ３５ 

３年 国語  3.6 39.7 20.4 35.0  1.3 36.3 28.3 31.5 ３０ 

 社会  1.0 32.6 17.0 47.9  1.5 49.4 48.7 50.3 ４５ 

 数学  5.3 39.8 12.7 39.4  2.9 42.3 41.8 42.7 ３５ 

 理科  0.7 24.3 12.2 60.2  2.6 62.8 46.1 57.5 ４５ 

 英語  6.7 39.5 16.3 36.9  0.6 37.5 32.4 40.2 ３５ 

【短期目標１】を達成している教科数 ２ ５ ２  
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(2) 【短期目標２】（「読む能力」「書く能力」「言語についての知識・理解・技能」の平均正答率）について 

※     は、区平均正答率が全国平均正答率を上回っている観点である。 

ア 小学校                                    （単位：％） 

観点 
第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 

読む能力 71.8 69.0 67.7 63.8 69.1 64.5 78.6 74.9 73.0 74.0 

書く能力 82.5 79.4 60.6 58.0 65.4 62.6 62.9 57.4 66.9 68.5 

言語についての 

知識・理解・技能 
93.7 94.6 85.4 84.3 73.3 73.8 78.6 76.4 70.2 69.0 

イ 中学校                                    （単位：％） 

観点 
第１学年 第２学年 第３学年 

墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 

読む能力 57.7 56.7 54.8 52.9 50.0 51.0 

書く能力 56.0 51.7 50.2 47.2 63.9 64.0 

言語についての 
知識・理解・技能 

68.8 70.5 75.5 75.8 63.6 64.2 

 

【短期目標２】を達成している観点数 

小学校 中学校 

30年度 29年度 28年度 30年度 29年度 28年度 

11/15 12/15 ６/15 ４/９ ５/９ ５/９ 
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(3) 【短期目標３】（「思考・判断力」の平均正答率）について 

※ 本調査は、教科ごとの「観点」とは別に、全ての問題を「基礎」「応用（思考・判断力）」「表現力」

の３つの観点に分けている。ここでは、「応用（思考・判断力）」の平均正答率を示している。 

※      は、区平均正答率が全国平均正答率を上回っている観点である。 

 

(1) 小学校                                    （単位：％） 

教科 
第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 

国語 73.8 69.1 51.0 49.2 70.0 69.2 70.0 65.0 61.7 60.3 

社会   66.9 64.1 54.6 55.1 74.3 74.1 

算数 71.0 66.8 62.7 59.3 70.8 67.6 68.0 65.2 53.1 52.7 

理科   75.2 71.3 61.8 63.1 57.7 65.0 

 

 (2) 中学校                                     （単位：％） 

教科 
第１学年 第２学年 第３学年 

墨田区 全国 墨田区 全国 墨田区 全国 

国語 53.2 52.8 52.7 51.8 52.1 51.9 

社会 57.4 56.0 52.3 52.3 46.0 47.9 

数学 65.3 65.9 52.7 51.3 37.0 36.7 

理科 46.2 53.0 37.2 39.0 37.4 42.5 

英語   58.8 54.4 50.7 47.5 

 

【短期目標３】を達成している教科数 

小学校 中学校 

30年度 29年度 28年度 30年度 29年度 28年度 

13/16 10/16 ７/16 ９/14 ３/14 ２/14 
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３ 学力向上新３か年計画における長期目標の達成状況 

(1) 【長期目標１】（「目標に向けていつもコツコツ学習している児童・生徒」の割合）の推移 

小学校第６学年 中学校第３学年 

目標 

（37年度） 

30年度 

※取組２年目 

29年度 

※取組１年目 

28年度 

※取組前 
目標 30年度 29年度 28年度 

70％ 61.4％ 62.2％ 60.5％ 60％ 53.0％ 55.2％ 47.1％ 

 

(2) 【長期目標２】（「Ｄ・Ｅ層の児童・生徒」の割合）の推移 

 小学校第６学年 中学校第３学年 

 目標 30年度 29年度 28年度 目標 30年度 29年度 28年度 

国語 25％ 25.4％ 22.9％ 29.7％ 25％ 36.3％ 28.3％ 31.5％ 

社会 30％ 41.1％ 33.5％ 38.9％ 35％ 49.4％ 48.7％ 50.3％ 

算数 
・ 
数学 25％ 40.6％ 39.1％ 43.3％ 30％ 42.3％ 41.8％ 42.7％ 

理科 30％ 43.8％ 40.0％ 42.3％ 35％ 62.8％ 46.1％ 57.5％ 

英語  30％ 37.5％ 32.4％ 40.2％ 

 

４ 調査結果の分析及び今後の方向性 

(1) 成果 

・ 区平均正答率が全国平均正答率を上回る観点数が増加してきており、全般的には小・中学校とも上

昇傾向にあると考えられる。 

・ 【短期目標３】（思考・判断力）については、本年度著しく上昇している。各学校において、校長

を中心とした組織的な学力向上の取組及び新しい学習指導要領の趣旨を踏まえ、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた取組が進んできていると考えられる。 

(2) 課題 

【短期目標１】及び【長期目標２】の状況から、Ｄ・Ｅ層の児童・生徒の割合に減少がみられず、依

然として課題である。Ｄ・Ｅ層の割合を減少させるための手立てが必要であると考えられる。 

(3) 今後の方向性 

墨田区の児童・生徒の学力については、全般的には上昇傾向がみられていることから、昨年度までの

取組を継続させつつ、「Ｄ・Ｅ層の児童・生徒の割合を減少させること」を学力向上新３か年計画最終

年度の最重要課題として、取組を推進していくこととする。 
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第３ 調査結果を受けての取組 

１ 調査結果の公表 

(1) 教育委員会の対応 

区全体の傾向を示すため、「学年別、教科別、観点別の調査結果」及び「分析結果」を、区教育委員

会ホームページで公表する。 

 

(2) 学校の対応 

ア 学校のホームページ等による「調査結果」及び「９月以降の学力向上プラン」の公表 

自校の学年別、教科別、観点別の調査結果とともに、調査結果の分析、９月以降の「学力向上を図

るための全体計画」（学校全体の学力向上の取組計画）を、学校のホームページや学校だより等で公表

する。 
イ 児童・生徒及び保護者に対する「個人票」の返却 

児童・生徒及び保護者に対して、保護者会や三者面談等の機会において、今後の課題や取り組むべ

きことを直接説明しながら、個人票を返却する。 
 

 

２ 学力向上を図るための重点的な取組 

本調査結果を受け、下のとおり、児童・生徒の学力向上を図るための重点的な取組を推進していく。 

(1) Ｄ・Ｅ層の割合の減少に向けた取組 

学力向上新３か年計画最終年度の最重要課題が「Ｄ・Ｅ層の割合の減少」であることを各学校へ周知

するとともに、各学校においてに、基礎的・基本的な学習内容が確実に定着しているかどうかという視

点で分析を行うよう、学校へ助言している。各学校は、「学力向上を図るための全体計画」に分析結果

を反映し、９月以降の取組を進めていく。 
さらに、各学校は、今回の調査から明らかになった課題を一つ下の学年の指導で活用していく。 

 

(2) 学習内容を振り返る機会の設定 

学期末（９月・１～３月）を「学習ふりかえり期間」として、各学校が、これまでに学習した当該学

年の内容を復習する期間を設定する。振り返りに当たっては、単元ごとの「ふりかえりシート」を教材

コンテンツに導入し、各学校が活用できるようにする。 

 

(3) 教材コンテンツの整備 

課題のある社会科・理科を中心として、本年度の学力調査で課題のある問題に関する提示教材や指導

する際のポイントを整備し、各学校における指導や定着の際に活用する。 
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墨田区立学校 部活動の運営に関する取扱い方針について 

 

１ 方針策定のねらい 

    生徒の自主的、自発的な参加により行われる中学校の部活動については、スポーツや文化、科学等
に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感を涵養する等、学校教育が目指す資質・能力の育成に

大きな役割を果たしている。 
一方で、部活動の運営体制については、生徒、指導者ともに過度の負担となる状況などが指摘され

ており、社会状況や生徒、保護者意識、教員の労働環境の変化等も踏まえて、課題解決を図る必要が

ある。今後の部活動については、学校教育の一環として教育課程との関連を図り、合理的でかつ効率

的・効果的な活動が実現するよう組織的・計画的に運営することが求められる。 
このため、教育委員会として「墨田区立学校 部活動の運営に関する取扱い方針」を策定し、区立

学校における部活動を適切に実施する。 
  
２ 適切な運営のための体制整備 

（１） 部活動の方針の策定等 
  ア 校長は、本方針に則り、毎年度、「学校の部活動に係る活動方針」を策定する。 
    部活動顧問は、年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに毎月の活動

計画及び活動実績（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を作成し、校長に提出する。 
   
イ 校長は、上記アの活動方針及び活動計画等を学校のホームページへの掲載等により公表する。 
 

（２） 指導・運営に係る体制の構築 
  ア 校長は、生徒や教員の数、外部指導員の配置状況を踏まえ、指導内容の充実、生徒の安全の確

保、教員の長時間勤務の解消等の観点から円滑に部活動を実施できるよう、適正な数の運動部及

び文化部を設置する。 
 
  イ 校長は、部活動顧問の決定に当たっては、校務全体の効率的・効果的な実施に鑑み、教員の他

の校務分掌や、外部指導員の配置状況を勘案した上で行うなど、適切な校務分掌となるよう留意

するとともに、学校全体としての適切な指導、運営及び管理に係る体制の構築を図る。 
 
  ウ 校長は、毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、各部の活動内容を把握し、生徒が安全

に活動を行い、教員の負担が過度とならないよう、必要に応じて指導・是正を行う。 
 
  エ 校長は、教員の部活動への関与について、「学校における働き方改革に関する緊急対策（平成29

年12月26日文部科学大臣決定）」及び「学校における働き方改革に関する緊急対策の策定並びに

学校における業務改善及び勤務管理等に係る取組の徹底について（平成 30年 2月 9日付 29文科

初第1437号）」を踏まえ、法令に則り、業務改善及び勤務時間管理等を行う。 
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３ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

（１） 適切な指導の実施 

  ア 校長及び運動部活動顧問は、部活動の実施にあたっては、文部科学省が平成25年５月に作成し

た「運動部活動での指導のガイドライン」に則り、生徒の心身の健康管理（スポーツ障害・外傷

の予防やバランスのとれた学校生活への配慮等を含む）及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底す

る。 

  

  イ 運動部活動顧問は、スポーツ医・科学の見地からは、トレーニング効果を得るために休養を適

切にとることが必要であること、また、過度の練習がスポーツ障害・外傷のリスクを高め、必ず

しも体力・運動能力の向上につながらないこと等を正しく理解するとともに、生徒の体力の向上

や、障害を通じてスポーツに親しむ基礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケーションを

十分に図り、生徒がバーンアウトすることなく、技能や記録の向上等それぞれの目標を達成でき

るよう、競技種目の特性等を踏まえた科学的トレーニングの積極的な導入等により、休養を適切

に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行う。 

    また、専門的知見を有する保健体育担当の教員や養護教諭等と連携・協力し、発達の個人差や

女子の成長期における体と心の状態等に関する正しい知識を得た上で指導を行う。 

 

（２） 運動部活動用指導手引きの活用 

    運動部活動顧問は、運動部活動における合理的でかつ効率的・効果的な活動のために、中央競

技団体が作成した指導手引きを活用して、３（１）に基づく指導を行う。 

 

４ 適切な休養日等の設定 

（１） 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。 

 

（２） １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日(学期中の週末を含む)は３時

間程度とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。 

 

（３） 休養日については、平日１日、土日１日以上とし、週末に大会参加などで活動した場合は他の

日に休養日を振り替える。 

 

（４） 長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分な休養を取るこ

とができるとともに、部活動以外にも多様な活動が行うことができるよう、ある程度長期の休養

期間(オフシーズン)を設ける。 

 

５ 校外における部活動について 

（１） 生徒引率について 

ア 校外において部活動を実施する際には、事前に部活動顧問から提出された引率届に基づき校長

が許可する。 
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イ 校外への生徒の引率は当該校の教員が行い、外部指導員(保護者、卒業生等を含む)のみによる

引率は行わない。 

 

（２） 授業日における取扱いについて 

授業日における校外での部活動は、原則として、公式大会(原則として東京都中学校体育連盟及

び東京都中学校文化連盟が主催又は主催する大会、墨田区体育協会が主催する区民大会、墨田区

教育委員会が主催する体育行事等)参加の場合のみ認められる。これ以外の部活動に生徒を参加さ

せるため、授業等(登校時刻から下校時刻までの全ての教育活動をいう)を欠席し、遅刻及び早退

させることはできない。 

 

６ 配慮事項 

部活動は学校教育の一環であることから、学校から保護者等に配布する文書について校長が決裁す

る。 
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○○学校 部活動に係る活動方針 

学校における部活動の方針 教育委員会の方針に則り、学校における部活動の方針を記載します。 

適切な休養日等の設定方針 
教育委員会の方針に則り、週当たりの休養日、長期休業中の休養日、１

日の活動時間の設定方針を記載します。 

設置されている 
運動部活動名 

学校において設置されている運動部活動名を記載します。 

設置されている 
文化部活動名 

学校において設置されている文化部活動名を記載します。 

 

別紙１ 活動方針 
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○○学校 ○○部 

年間目標  

部員数 
（平成○年○月現在）

 

活動日 教育委員会の方針に則り設定します。活動時間、休養日についても同様です。 

活動時間 平日 ○○：○○～○○：○○ 休日 ○○：○○～○○：○○ 

休養日  

主な活動予定 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10月  

11月  

12月  

１月  

２月  

３月  

参加予定大会 
年間の参加する予定の大会を記載します。 
生徒や顧問の負担が過度にならないことを考慮して、参加する大会等を精査します。 

主な実績 

29年度  

28年度  

27年度  

 

別紙２ 年間の活動計画 
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○○部 ○月活動計画 
日 曜日 活動時間・活動場所・休養日及び大会参加等 
１日  年間の活動計画を基に月ごとの活動計画を作成します。 
２日   
３日   
４日   
５日   
６日   
７日   
８日   
９日   
10日   
11日   
12日   
13日   
14日   
15日   
16日   
17日   
18日   
19日   
20日   
21日   
22日   
23日   
24日   
25日   
26日   
27日   
28日   
29日   
30日   
31日   
≪前月の活動実績等≫ 

生徒が安全に部活動を実施しているか、教師の負担が過度となっていないか、適宜、指導・是正を行

えるように、毎月の活動実績等の内容を記載します。 
 

 

 

別紙３ 毎月の活動計画及び前月の活動実績 
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